
平成 25 年度（2013 年度） 

教科目名 環境システム (Environmental System) 

学科名・学年 ： 都市システム工学科 5 年 

単 位 数 な ど ： 選択 1単位 （後期 1コマ，授業時間 23.25時間） 

担 当 教 員 ： 横田 恭平 

授業の概要 

水．それは，人が生きていくうえでなくてはならない存在である．もし，その水がなくなればどのようになるのか．

それを紐解くために，まずは世界の水の実態を把握し，日本の水の実態を確認し，そして総合的に水の実態を見ていく．

最終的には，なぜ生きるために水が必要なのか，なぜこれほど水に注目を浴びているのかを経済的に理解し，環境の技

術者・土木の技術者として世界で活躍するための第一歩となることを学ぶ． 

達成目標と評価方法                           大分高専目標(B2) 

(1) 世界の水不足，水の需要，湿地など有限な資源，生きるための水について理解できる．（定期試験） 

(2) 世界の灌漑，工業，エネルギー，漁業，売るための水など生産の水について理解できる．（定期試験） 

(3) 世界の水汚染など傷ついた水について理解できる．（定期試験） 
(4) 未来の水について理解できる．（定期試験） 

回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検 
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有限な資源 

 

 

 

 

環境のプレッシャー 

 

 

 

日本の水事情について 

 

生きるための水 

 

世界の水事情について以下の内容を理解

する 

・地球上での水の循環について 

・水不足の現状について 

・先細る水の供給 

 

 

・気候の変化について 

・変更される水路について 

・干上がる湿地について 

 

・日本での水の使われ方について 

 

・公衆衛生のための水について 

・家庭用水のための水について 

・食料のための水について 

 

【理解の度合い】 

8 後期中間試験  【試験の点数】   点 
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後期中間試験の解答と解説 

 

日本の名水について 

 

生産のための水 

 

 

 

 

傷ついた水 

 

 

 

未来の水 

 

 

 

・日本の名水について 

 

・灌漑について 

・工業のため水について 

・エネルギーのための水について 

・売るための水について 

 

・水汚染物質について 

・水汚染について 

・傷んだ水路について 

 

・水マネジメントについて 

・値段の付いた水について 

・技術による解決策について 

【理解の度合い】 

15 後期期末試験  【試験の点数】   点 

 後期期末試験の解答と解説   

履修上の注意 主として教科書を読み進み，世界の水事情について学習する． 【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】    点 

教 科 書 沖 大幹，「水の世界地図」，丸善出版 

参 考 図 書 早川・種茂監修，「環境工学の基礎」，実教出版． 

自学上の注意 世界の水問題と身近な水問題に興味を持つ． 

関 連 科 目 衛生工学，防災工学 

総 合 評 価 

達成目標の(1)～(4)について２回の定期試験で評価する． 

総合評価＝２回の定期試験の評点の平均． 

総合評価が 60点以上を合格とする．再試験は原則として実施しない． 

 


